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燃え つ き症の 心 理生理的機序を明 らか に す るた め に ， 一 般企業従事者を対象に ， 燃 え つ き症の 3 つ の 各指標であ る感情
的枯渇尺度くe m otion ale xha ustion， E El， 離人度尺度くdeper s o n aliz atio n， D Pl， 仕事の 達成感 尺度くpers o n al c c o mplishm e nt，
PAJ を調 べ た ． 個 々 の 質問に 対する因子分析 に よ り ， EE， D P， P Aの 順で 抽 出され た ． 監督職 の D P ほ， 一 般職 に 比 べ 高く，
P A は低い こ と が認め られ ， こ の 関係は他 の 要因の 差に 基づ くもの で は なか っ た ． 本研究は ， 職位 ， 睡眠時間 ， 顕在的不安尺度
くm a nife st a n xiety sc ale， M A Sl， 精神健康調査くge n er al he alth qu e stio n n air e， G HQl， 絵画統覚試験 くpictu r einterpretation
test， PITl に よ っ て 得 られ る達成動機くm otiv atio nfo r a chie v e m e nt， M Al お よ び ス ト レ ス 認 知 くc ognitiv e ap pr ais al for
Str eS， CASl， コ ー ネル ． メ デ ィ カ ル ． イ ン デ ッ ク ス くCo rn ellm edic alinde x． C M Il な どの 社会的， 心周巨 精神的 ， 身体的指標
と の 構造的関連を分析 した 研究I と， 燃 え つ き症と ナ チ ュ ラ ル キ ラ ー くn atu r al ki11er， N Kl 細胞活性を は じめ と した 細胞性免疫
と の 関係を調 べ た 研究 江か ら成 る が ， そ の 結果 は以下 の 如く で ある ． 全体の 指標に 対す る国子分析 の 結果か ら ， E E，D Pが 正 の
方向に ． P A が負 の 方向に 大きくな る方向に 因子 1 が認め られ ， 正 の 方向に M A S， G HQ， M A， C A S が認め られた ． 正 準相関
分析で ほ 燃え つ き症 の 各指標を他 の 指標と並立 に 置か ず ， 対立 する モ デ ル に 仕立 て る こ とに よ り ， 第2成分 と して 職位 が抽出
され 職位が高く な る方向に E Eと P A が認め られ た ． C A Sと 燃え つ き症全般と の 正 の 相 関関係 は大きく ， M A に 対す る
D P お よ び P A との そ れ ほ小 さか っ た ． D Pある い は M BIの ス コ ア の 高い 人で は N K細胞活性お よ び C D 57＋C D 16＋ の リ ン パ 球に
占め る割合が低か っ た ． 以上 の 結果は ， E E と D Pの 和 と P Aの 差 くE E ＋D P－ P Aトに よ っ て 燃え つ き症全般を評価できる こ
と を示 唆する と 同時に ， 個 々 の 相関関係を排除 して も ， 燃え つ き症 と ， 社会的， 心 理 ■ 精神的お よ び身体的因子 との 間に 構造
的な関係が成 り 立 つ こ とを 示 して い る ． ま た PITを 用 い て CA S を評価する本法を ， M BI と併せ て 評価す る こ とに よ っ て ，
燃えつ き症を ， さ らに よ り よい 精度 ． 感度で も っ て 診断でき る こ とが 期待 され る ． また N K細胞活性お よ び サ ブ セ ッ ト に 関す
る結果ほ t 燃 え つ き症 は仕事に お け るス ト レ ス に よ っ て 生 じる が ， そ れ は細胞性免疫 の 低下に つ な が る こ と を示 唆 して い る ．
Key w o rds burn o ut， C a n O nical c orelatio n analysIS， factor a n alysIS， n atu r al kille r c ellactivity，
psychologlCalass ess ment
燃え つ き症に 関する こ れ ま で の 研究 は ， 主 と して ヘ ル ス ケ ア
に携 わ る専門職の 人々 に 発生する病態 の 1 つ と して 取 りあげ ら
れ て きて い る ． 1974年 ， Fre ude nbergerは ヘ ル ス ケ ア に 情熱を
燃や し， 活動的に 対人 サ ー ビ ス を行 い なが ら， 患者以上 に 心 身
を 消耗 し， 抑欝的な状態を 示 し始 め 上 ケ ア と サ ー ヴ ィ ス の 質を
低下させ ， 結果と して 退職 ， 欠勤 ， モ ラ ル 低下 を招く とい っ た
現象を報告 して 以来1l， 燃え つ き症現象は多く の 臨床家あ る い
ほ研究者た ち に 対処 の 方策を め ぐ っ て の 関心 を 集め た 抑 ． 一
方 ， 燃え つ き症の 測定 に 関する方法論的分析に も焦点が当て ら
れ ， 特に M asla ch ら の 研究4Jは ， 燃 え つ き症を ある時点 に お け
る特有の 症候と い う指摘に と どま らず ， ある状況の な か で 進行
して いく プ ロ セ ス と して捉 え ， 燃 え つ き症の 発生 に 関 して 心 理
一 生態学的な解明を必 要 とする こ とを 示 唆 した ． こ れ ら 一 連の
研究 拙 は ， 燃え つ き症現象を総合的に把撞する とい う意味で は
有効だ が ， 必ず しも燃 え つ き症発生の 心 理 生理 的機序 に つ い て
は 言及 して い な い ． した が っ て ， ある特殊な 環境に お い て発生
す る燃え つ き症の 機序に つ い て の 分析は ， さ らに 燃 え つ き症を
予知 し未然 に 防止 す るた め の 研 究を必 要 とす ると考 え られ る ．
一 方 ， ス ト レ ス あるい ほ ス ト レ ス に よ る情緒障害 に 細胞性免
疫機能が深く関与す る事実 が近年 ， 大きく注 目 さ れ て い る6－．
特に ナ チ ュ ラ ル キ ラ ー くn atur al killer， N Kl 細 胞活性 は ， 欝状
態7町 や人生途上 で の ス ト レ ッ サ ー 抑 里こよ っ て 大きく影響 を受け
るばか りか ， ス ト レ ス に 対す る対処 川12さ， ある種 の 行動
1鋸 や ラ イ
フ ス タイ ル ー射1 5Iに も関係する と されて い る ， 燃 え つ き症は t ス ト
レ ス に 対す る 対応 に お け る 究極 の 状態 と も考 え ら れ て お
り 刷 彗 燃え つ き症と N K細胞活性の 関係を調 べ る こ と は さ ら
に 燃え つ き症を 理 解する上 で も重要 と考え られ る ．
本研究 ほ t Ma sla ch らの 提起 した 燃 え つ き症4Jを 段階的 に 進
行 して い く病態 とす る概念 に 基づ き ， 燃え つ き症 の 心 理 生理的
磯序の 分析を 目的と した研究Iと， 燃 え つ き症 の 指標 と N K細
平成6年9月 8 日受付， 平成 6年10月17 日受理
A bbreviatio nsニ B M I， body m a ssin dexi B P， blood pre ss ureニ CMI， Corn ellm edical inde xニ C A S， COgnitiv e
ap pr aisal for stres sニ C R T N， C r eatinin eニ D P， depers o n alizatio n ニE E， ehlOtio nal e xhaustio nニ TG T P， T－gluta myl























































燃 え つ き症の 心 理 的評価 と細胞性免疫機能異常
胞活性を ほ じめ と した 細胞性免疫 と の 関係を 調 べ る こ と を 目的
と した 研究H か ら成 り立 っ て い る ．
対象お よび方法
1 ． 研 究 I
l ． 対象
研究 I で は 燃え つ き症に 関与す る他 の 要困の 分析が 主 で ある
た め に 研究対象を サ ー ビ ス 業従事者や看護職に 限定せず ， 一 般
企業人を 含め て検討 した ． すなわ ち ， り 北海道内の 電力 ． ガ
ス な ど公共事業に 勤務す る管理職 ， 監督職 ， 一 般従業員の 男性
1 00名 ， 2つ 鉄鋼 ． 建設関連企業に 勤務す る管理職， 監督職， 一
般従業員 の 男性10 0名 ， 3う 札幌市内の 都市銀行， 借用金庫， 生
命保険会社な どに 勤務す る管理職 ， 監督職 ， 一 般従業員の 男女
1 00名く男性70名 ， 女性30名J， 4う看護職 ほ札幌市内お よび仙台
市内の 医療職員30 0名以上 規模の 公的病院お よ び 医療法人 の 全
診療科 に 勤務する婦長， 主 任 ， ス タ ッ フ な ど200名で あ っ た ， こ
れ ら5 0 0人 の う ち ， 回 答 が 得 ら れ た の ほ 3 6 8名 く回 収率 ，
66．9％1 で あり ， 職位 別にみ た それ ぞれ の 企業別回答数を表 1
に 示 した が ， X
2 検定に よ る回 収率の 職位間に おけ る 有意な差ほ
認め られ なか っ た ． な お ， 調査票の 配付 お よび 回 収は 一 定期間
を おく留置法 に よ っ た ． 調査期間は1 991年 7月1 0 日 か ら 9月10
日 の 2カ 月 であ っ た ．
2 ． 調査票の 構成
調査票 は つ ぎの 6種類の 測定内容 か らな るもの で ある ．
11 M asla ch の 燃 え つ き 症弟 に 関 す る 質問表 くM aslach
bu r n o utin v e ntory， M BIl に よ る燃 え つ き症 の 測定
燃え つ き症 の 測定に は ， Gole mbie w skiらが M aslach の 許可
を 待て 研究 に 用 い た 尺 度l れく日本を 含め て ， カ ナ ダそ の 他の 国
に お い て 約7，000名以上 を 対象と して 燃え つ き症段階 モ デ ル の
検証に 用い た もの1を 邦訳 し使用 した ．
M B王 ほつ ぎの 3 つ の 下位尺 度か ら成 り立 っ て い る ，
i， 感情的枯渇尺度 くe m otio n al e xha ustio n， E El
仕事に よ っ て 極度 に 疲労 し， 感情が 枯渇 した状態に 関す る 9
項目 の 質問か ら成 り立 ち， 高い 得点 ほ ど E E が大き い と さ れ
る ．
iil 離人 度尺 度くdepers o n alizatio n， D Pl
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対人 関係処 理 に 当た っ て 相手を 人 と して 思え な くな っ て し ま
う感情に 関する 8項目 の 質問か ら成 り立 ち ， 高い 得点ほ ど D P
が 大きい と され る ．
iii， 仕事の 達成感尺度くper so n al c c o mplishrn ent， PAJ
同僚と共に 仕事を成就 した こ と の 喜び に 関す る 8項目 の 質問
か ら成 り立 ち ， そ の 傾向が 大きい ほ ど大きい 得点を得る とい う
配点を用い た ．
21 職務関与度くjob in v oIv e m e nt scale，JrSIに 関する調査
J王S ほ職務に 対す る自我関与 の 程度 を測定す る 尺度 で ，
Boudreau ら
柑肌 凱 が 用い たも の で ある ． 高得点ほよ り職務 に 対 し
肯定的な関与を意味 し ， 低得点は 否定的な関与を 示 す．
31 顕在的不安尺度くm a nife st a n xiety s c ale， M A Sl の 測定
M A S は個人が抱く不安 t すな わ ち ， 身体的 一 精神的 な 不 安
と して 明 らか に 意識 され る感情を測定す る． Taylor2ロリこよ っ て
作成 され たも の を 著者ら21りこよ っ て 邦訳 した もの を使用 した ．
高得点を と るもの は l 絶 えず 不 安感情 に よ っ て 行 動が 制約 さ
れ ， 自己 不全感を体験 し， すべ て に 消極的な行動を お こ しや す
い
．
41 精神健康調査表くge n er al he althqu estio n n air e， G HQ
よ る測定
G HQ は Gold berg の 原案221を 日 本人 向け に 改訂 した 尺 度を用
い た ．
GHQ の 内容ほ ， 正常 な精神的機能が働い て い るか 否か ， あ
る い は自分自身を苦しま せ る よ う な 出来事 へ の 対処 が 問わ れ
る ． 高得点 ほ 一 般に 神経症的傾向と診断され ， 特に 欝状態と の
関係が盛者 に 見出さ れ ると され る ．
51 絵画統覚検査くpictur einte rpr etatio ntest． PITHに よ る達
成動機 くm otiv atio nfor a chieve m e nt， M Al お よ びス ト レ ス 認知
くC O ngnitiv eap prais al for stre ss， C A Sl の 測定
PI T はMcClella nd ら23，に よ っ て開発 され た M A測定法に 準
拠 して 作成 した もの で あ る ． McCle11a nd ら23一はM A測定 の 基準
と して つ ぎの 3点を あげた ． り 卓越 した基準を設定 し， こ れ
に 挑 む ． 両 独自 の や り方で 達成 しよ う と し て い る ． iiり 長期
間に 亘 っ て も達成を 期して い る こ と ． 彼 らは231P n
l
の 手法を 用
い て ， 図版 くた と えば 父親と息 子が 向か い あ っ て 話 し合 っ て い
るよ う な場面う を用 い て ， 自由に 物語を 書か せ ， そ の 結果を 前
Tablel． Subje cts distribution by the enterpris e e xa mined in the study I
Nu mber
Of s ubje cts
くr espo ns e
ratio， ％さ
Male Fe male
Nu mber ofs ubjects belo nglng tO the enterprlS e Of
Ele ctronic po w er
a nd gas s up ply
Male Fem ale
Ba nk a nd Ste el and Health c ar e
life－ins ura n c e c o nstr u ction settingsくn urs e sl
Male Fe male Male Fe male Male Fe m ale
M a n age m e nt 50 3 2
diT e CtO r く5 5．61 く64． OI
Supe rvis or 52 61
く69．3つ く71．8う
Staff 84 89
く70． 0つ く70． の
16 0 16 0
19 0 10 11
31 0 13 17
18 0 0 32
23 0 0 50
40 0 0 72
m anifest an xiety scaleニ M BI， Masla ch bur n o ut inventory ニM A， m Otiv atio nfo r achie ve me ntニ N K， natural
killeri P A， perS O nal acc omplishm entニ PIT， pictu re interpretatio ntestニ T C H， tOtal chole sterol三 U A， u ric acid三
W B C
， White blo od c ell
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述 の 3 つ の 基準に よ っ て 判定 した ． 本研究で もMcCleua nd らの
方法23を 適用 して M A の 得点を求め た ． M A の 得点 の 他 に ，
La za ru sら
21
りこよ っ て 提唱され て い る C A Sの 得点を 求め た ． 用
い た 図版ほ 5種類 で あるが ， 各国版 に 対す る物語 の な か に ， 状
況を 主人公 に と っ て 脅威と感 じる状態 と して 記述す るか 否か を
も っ て判定する ． M A， C A Sの 評価 は ． 得点が 高い は ど ， そ れ
ぞれ M A， C A S が大き い と され る ．
6ブ コ ー ネ ル ． メ デ ィ カ ル ． イ ソ デ ッ ク ス くCor n ellm edic al
inde x， C M IJ を 用い た神経症判別指標に 基づ く判定
Brodm a n ら
25，の 研 究 に 基 づ き 日 本人 に 適用 して 金久卓也
ら
26Iが実証 し， 日 本版 の C M I と して 診断に 用 い て い る もの を使
用 した ． 分類 C ， I ， J の 合計点を C M IくC ， I ， Jl， 分析M
か らR までの 合計点を C M IくM － Rl と した ． C M IくC ， I ，
J l， CMHM － Rンの 得点 が大きい は ど， そ れぞれ 身体的 ， 精神
的に 健康で な い こ と を 表す ． また ， 本研究で は 金久 ら が考案 し
た神経症判別指標26Iに 基づ き神経症 レ ベ ル の 判定を 行 っ た ． 段
階が大きくな るほ ど神経症 である可能性 が大きい こ と を表す ．
エ ， 研 究 正
1 ． 対象
研究 社の 対象は富山県の 鉄鋼関連の 企業に 従事する男性42名
で ある ． そ の 年齢は44．9 土0．67歳で あ り， 1992年の 定期健康診
断時 に 収縮期 に お け る血 圧くblo od pr es s ur e， B Pl， 拡張期 B P，
肥満度と して体重指数くbody m as sinde x， B M Ilと 血 液生化学検
査 を行 っ た ． 同時 に 燃 え つ き症 との 関連を調 べ る目 的で N K細
胞活性お よ び N E細胞 サ ブセ ッ トを 測定するた め に 加 ヘ パ リ ン
採血 を 行 っ た ． 同時期 に M B工 お よ び絵画テ ス ト を施行す る と
とも に ， 生活習慣 に つ い て の 聞き取 り調査を行 っ た ． 輿煙習慣
に つ い て は 1 日の 本数 と奥煙年数の 横で 表す Brinkm a n指数 を
用 い ， また 日 頃の 飲酒習慣を調べ る こ と に よ り ， 1 日平均の ア
ル コ ー ル 摂取量くo u n c eノdaylを 算定 した ． 血液生化学検査はす
べ て 血清 を 用 い ， Jaffe 法 に よ り ク レ ア チ ニ ン くcr e atinin e，
C R T NI， 酵素法に よ り尿酸くu ric acid， U AL 総コ レ ス テ ロ ー ル
くtotalchole ster ol， T C Hl， LITダ ル ク ミ ル ーPTニ ト ロ ー ル ア ニ ウ
ド法 に よ り r－ダ ル ク ミ ル ト ラ ン ス ぺ プ チ ク ー ゼ くr－ gluta myl
tr an speptida se， T－GT Pl を測定 した2Tl ．
なお ， M BIス コ ア は ， E Eと D Pの 和か ら P Aを 引い て 算出
した ．
2 ． N K細胞活性の 測定
末梢血 か ら 加 ヘ パ リ ン 採 血 後 ， 白 血 球くwhite blo od c e11，
W B Cl お よ び リ ン パ 球数 の 測定 の た め に 自動 血 球計数器 に
2 血 の 血 液を供す る 一 方 ， 残 りの 血液を フ ィ コ ー ル ． パ ッ ク 液
くNyega ad， Oslo， No r w ayl に 重層 し ， 400xg で2 0分間遠心 し
た ． 遠心 後， 単層に 分離 した 末梢血単核 を採取 し， Hanks 液に
て 洗浄後 ， 1 0％ 非動 化牛胎 児 血 清 くGibc o， Gr a nd Isla nd，
U S Al を加えた R P M I－1640液くGibc ol に 浮遊 し ， 2xlO6 個ノ
mユ に 調整 して エ フ ェ ク タ ー 細胞 と した後 ， 1xl O6 ， 0．5xl O8 ，
0．25x1 08の 計 4 つ の 希釈列 を用意 した ． 標的細胞 と して の ヒ ト
慢性骨髄性白血病由来細胞株 K 562 を 1m CiJ，ml の Na251CrO．
くNew Engla．nd Nu cle ar， Bo sto n． USAl で ラ ベ ル 後 ， 5xl O
4個ノ
ml に 調節 して 使 用 した ． 各 々 の エ フ ェ ク タ ー 細 胞 お よ び
K 562細胞を 1 0恥1ず つ に の 条件下で エ フ ェ ク タ ー 細胞 ， 標的
細胞 の 比ほそ れぞれ40こ 1 ， 20こ 1 ， 10ニ 1 ， 5 二 1 にな る1 マ
イ ク ロ タ イ タ ー プ レ ー トの ウ ニ ル に 加え ， 37 C， 5％ の C O2気







































































































































































































































































































































































































































































































































































































燃え つ き症 の 心 理 的評価と細胞性免疫機能異常
10恥l採取 し ， 上清中の
51Cr 放 出 量を オ ー ト ウ エ ル ガ ン マ ー
A R501くア ロ カ ， 東京I に て測定 した ． ％特異的 51Cr 放出量 を
10Xく
51Cr 実測値－51Cr 自然放出量V－51Cr 最大放出量 J ICr 自
然放出量1に よ り求め た ．
5I
Cr 自然放出量は ， 標的細胞 の み の 培
養 した 際 の ， ま た
51Cr 最大放出量 は標的細胞 に 1 ％ Trito n
X－100を 加え た際 の 51Cr 放出量に よ り算定 した ． 測定 ほ各 3回
行い ， そ の 平均値を求めた ． こ こ で エ フ ェ ク タ ー 細胞 と標的細
胞の 比 を40－ 1 5 二 1 と した 4つ の 条件 か ら得 られ る ％特異的
51Cr 放出量を ， Pr oss らの 式28りこあて ほ め ， 1 06 の エ フ ェ ク タ ー
細胞 あた りの 20％傷害単位 りytic u nit， L UJ を N K細胞活性値
と した ． すなわ ち ， 106個の エ フ ェ ク タ ー 細胞 か ら 5xlO3の 標的
細胞が20％傷害され る ときに 必 要な エ フ ェ ク タ ー 細胞数を 1 単
位 tL U2。llO6c ellsJ と した ．
3 ． N K細胞サ ブ セ ッ ト の 測定
2xl O6 個ノmlに 濃度調節 した リ ン パ 球浮遊液 10ノ両 こ， 標識
する蛍光色素が異 な る 2種煩の モ ノ ク ロ ー ナ ル 抗体， すな わ ち
ヒ ト大顆粒リ ン パ 球 に 存在する Fc レ セ プ タ ー に 親和性の 高い
C D1 6 く抗 Le ulり と N K細胞お よ び T細胞の 一 部の サ ブセ ッ ト
に 特 異 的 な C D57 く抗 Le u7JH N K－り くBe ct o nDickin so n，




U S AJ を各 々 20pl ず つ 加 え ， 4
C
，
30分間静置 し ， 2重染色を行 っ た ． こ れ に 0．1 M リ ン 酸緩
衝生理食塩水 くpH 7．4I を 1ml 加 え ， フ ロ ー サ イ ト メ ー タ ー
F A C Sc a nくBe cto nDickin s o nトに よ っ て 蛍光陽性細胞を測定し ，
C D 57－C D16＋
，




C D 16一の サ ブ セ ッ ト の 数 を
解析 した ．
町 ． 統 計
測定値 の 統計量はすべ て 平均値士標準誤差 で 表 し ， 2群問の
各 パ ラ メ ー タ ー の 平均値の 比較 に ほ 分散 が等 し い と き に ほ ，
8 49
St ude ntの t 検定を 用 い ， 等 しく な い と きに ほ W elchの t 検定
を用 い た ． 3群の 平 均値の 比較 に は 一 元 配置分散分析を行 い ，
多重比 較に は Du n n ett試験を用 い た ． 相関検定 で は Pe ars o nの
相関係数を用 い た ． これ らの 検定以外は そ の 都度 ， 記述 した ．
す べ て の 統計処 理 で の 有意水準は危険率 5％ く両側検定J で 有
意差あり と した ．
成 績
I ． 研 究 I
l ． 各質問iこおけ る因 子分析
368名 に 対する質問番号1か ら23の 個 々 の 回 答 を 基 に 主 因 子
法に よ る因子 分析を施行 し た結果を 表2 に 示 した ． 質問番号
1 ， 2 ， 3 ， 9， 14， 15， 21 ほ正 の 因子負荷量を持 つ 第1 因 子
と して ， 質問番号4 ， 6 ， 7 ， 11， 12， 16， 17， 23 は同 じく正
の 因子 負荷量を有す る第2因子 と して ， 質問番号5 ， 8， 10，
1 3， 18， 1 9， 20， 22 は負の 因子 負荷量を有する第 3 因子と し て
捉え る こ とが で き， そ れ ぞれ の 因 子 が Ma sla ch ら封 が提唱 した
E E
， D P， PA で ある こと が 本対象 で も確認され た ．
2 ． 職位別に みた 燃え つ き症 と関連諸因子
E E， D P お よ び P Aの 燃え つ き症に 加 え ， 年齢 ， 勤務年数，
1 日平均勤務時間 ， 1 日平均睡眠時間の 平 均値 を職位別に 表 3
に 示 し た． 一 元 配置分散分析に よ る有意な差が認 め られ る項 目
は ， 年齢 勤務年数， D P， P A であり ， こ れ らの 項目 に つ い て
は ， Du n n ett tes tに よ る多重比較に よ り ， 一 般職 の 値を 基準に
管理 職ある い ほ 監督職 の そ れ と比 較 した ． 管理職 お よび 監督職
の 年齢お よ び勤務年数が 一 般職 の そ れ らに 対 して 有意に 高い こ
とが 観察され た ． ま た 監督職の D P が有意に 高く ， また P Aが
有意に 低い こ と が 認め られ た ． ま た は 表 4 で は 職位 別 に み た
Table3． Bur n o utinde x a nd otherlife a nd w ork c o ndito n s a c c ording to thejob clas sin the study l
Cla ss
Nu mbe r of
Subje cts
examin ed
V alu es くm e a n士S E Ml
Age W ork period W ork ho ur Sleep ho ur E E D P P A
くye arsI レe arsI per w e ek perday くscorel くs c or eI くsc or el
Ma n age m e nt
dire ctor
82 48．3士0．63
ヰヰ 24．2土0．71ヰヰ 53．6土0．89 5．87 士0．07 29．6士0．70 24．9 土0．83 30．3 士0． 49




53．8士0． 98 5．90士0．0 6 30．2士0．58 25． 2土0．65ヰ 27． 7士0．5l
．
Staff 173 27．8士0．23 5．76 士0．20 53．1士0 ．71 5．89士0．0 6 29．2士0．54 23． 士0．54 30．2 士0．40




pく0．01． E E， em Otio n al e xha ustion こ D P．
depers o n alizatio nニ P A， perS O n al cc om plishm e nt．




e x a min ed
Value sくm e a n土S E Ml
JIS M A S G HQ M A C A S C M IくC，l，JIC M IくM－RI Ne ur osis
くs c or el くs c or el くsc o rel くs c orel くs c or el くs c or el くsc or el くstagel
M an age m e nt
dire cto r
82 33．7 士0． 34ヰ
ホ
23．0 士0．72 8．00 士0．46 14．2士0．38 3．17 士0．13 3．77士0．25 10．6士0．61 2． 6士0．08
Super vis or l1 3 32．5 士0． 39 23．1士0．51 8，97 士0．49 13．1 士0．33 3．20士0．13 4．08士0．23 11．7 士0．46 2．43 士0． 7
Staff 1 73 31．7 士0． 33 23．8 士0．40 8．07 土0．44 13．8士0．25 2．91 土0．11 3．92士0．20 1 1．1士0．38 2．35 土0． 5
Statistic alsignific a n c efro甲 the v alu e ofthe staff．
． ．
pく0．01． JIS．jobinv oIv e ment scaleニM A S， m a nifest a n xiety s c aleニ G HQ，
ge n eral he alth qu e stio n n alr eニ M A， m Otiv atio nfor achiev e m e ntこ CAS， C Ognitiv e ap pr ais al for stressi CMl， Co rn ellm edic al
inde x．
850
JIS， M A S， G HQ， M A， C A S， C MH C， I ， J I， CM IくM 一
別 ， 神経症判別指標を 示 した ， 有意 な差 が認 め られ る 項 目 ほ
JIS だiすで あり ， 管理 職の 封S が一 般職の それ に 比 べ 有意 に 高
い こ とが 観察 され た ．
3 ． 燃え つ き症 と関連語因子 の 相関関係
表 5 に ほ年齢 ， 勤務年数 ， 1 日平均勤務時間 ， 睡眠 時問 およ
び JIS， M A S， G HQ， M A， C A S， C MH C ， I ， J l， C M IくM －
Rl． 燃え つ き症 の 各指標問の Pea rs o nの 相関係数を 示 した ． 年
齢 に 対 して ほ ， 勤務年数 1 1 日平均勤務時間， JIS が， 勤務年数
に 対 して ほ 1 日平均勤務時間お よび J工S が 有意 な正 の 相関を 認
めた ． 1日 平均勤務時間に 対 して ， M A Sと C MHM － RJ は正
の 相関関係 に あ っ た が ， 睡眠時問お よび G HQ と は負 の 関係軒こ
あ っ た ． 睡眠時間 に 対 して は ， M A と D Pと の 間 に 負 の 関係
が ， P A との 間に 正 の 関係 を認め た ． JIS との 間に は ， M A が正
の 関係を ， CM TくM － R l が負 の 関連 を認め た ． M A S， G HQ，
M A， C A S， C M IくC ， I ， J l， C M Iくh 卜 Rl， E E， D Pの 各指標
間の 関係は ， M A と C M It C， I ， J l， M A と C M Iくれ卜 R l
の 関係 を除い て すべ て 有意 な 正 の 関 係で あ っ た ． ま た M A S
，
G HQ， M A， C A S， C M IくC ， I ， Jl， C MHM － R l， E E， D Pの
各指標はす べ て PA との 間に 負 の 相関を 示 した ．





DP お よ び P A を含む す べ て の 指標 を用 い て ， 主 因子 法
に よ る因子分析を行 っ た結 果 く表 6I， 固有値1 以上 の 困子ほ 3
つ 抽出 され た ． 0．6以上 の 国子 負荷量を持 つ 項 目 と して ， 因子
1 に 対 して は M A S， G HQ， C A S， C MH C ， I ， Jl， C M IくM －
RJ お よび E E と D Pの 燃 え つ き症 の 各指標 で あり ， す べ て 正
の 負荷量であ っ た ． 因子 2に 対 して は ， 年齢 ， 勤務 期間に お い
て正 の 負荷量を認め ， こ れ ら の 大き い 方向に 職位 く大き い 値 ほ
Table5． Correlation rn at rix arn o ng psycho so cial a nd physic al fa cto rsin cLuding bu r no utinde xin the st udy J
Variable s Age w o rk 豊F 慧ニF
pe r w e ek perday
Psycho sociala nd physical fa cto r s
JIS MAS G HQ MA CA S CMrくC， 王． JI C M IくM－Rl
Bu rn o ut inde x
E E D P PA
Age l
Work pe riod O．93 9一事 l
Work ho u r O． 18 2疇 暮
Sle epho u r O．05 3
刀S O．147書 ■




C MHC，I． JI － 0．05 0
C M lくM －RI － 0．01 9




－ 0． 025 － 0．391暮 ■ 1
0．173■ 事 ． － 0．065 0．036 1
－ 0．0 鎚 0．289中 ．．－0．092 －0．044 1
－ 0．027 － 0．112． － 0．082 8． 07 5 0．450． 一 1
0． 036 0．011 － 0．1gl■ － 0．204． － 0．1 16■ 0．122－ 1
0．055 － 0．099 － 0．006 －0．036 0．423． ． 0．425－ ． 0．225■ 義 1
－ 0．048 0． 20 － 0．005 － 0．078 0．414． ■－ 0 ．454
． ． 0．081 0．543－ ■ 1
－ 0－049 0．127． 0．021 － 0 ．189■ 事 0．463． － 0 ．414暮 － 0．099 0．530巾 0．629． ■ 1
－ 0．026 － 0 ．099 －0．009 － 0．051 0．47 ■ － 0．492－ ． 0．125－ 0．53－ ． 0．406． ■ 0．302． ■
0 ．065 － 0 ．00丁 － 0． 174■ ． －0，076 0．350■ － 0．421－ ． 0．157． ． 0．426■ ． 0．272． ■ 0，270． ■
0 ．000 0．003 0．124■ 0．083 － 0．20帆 －．－ 0．231－ ． － 0．372． ． －0．355． ■ －0，422■ ■ 一0 ．3 90■ ■
1
0．573． ． 1
－ 0．155暮 ■ － 0 ．263■ 暮 1
Statistic al signific a n c e， ＋ pく0．051
書 ■
pく0．Ol． J7S． job in v oJY e m e nt S C aleこ MAS． m a nife st 8 nXiety scale ニ G H Q． ge n e ral he alth qu e stio n n aireこ M A． m otiv atio nfo r
a chie v e m e ntニCA SI COgnitiv e appraisaI Eo r s Lr e ssこCM ll Corn e11m edic al inde xこE El e m Otio n al e xha u stio nこ DP． deperso n aliz atio n こP A． pe rs o n al c c o mplishm e nt．
Table6． Fa cto rlo ading c n psyc o s o ciala nd physic a．fa cto r sin ctuding bu r n o utinde xin the study l
Eige n－ Fa cto r 血di喝
valu e







－ 0．052 0．1 47－ 0．012－0－049－0．00 7 － 0．092－0－085 0．623 0．65 5 0．238 0．732 0．705 0．682 0．703 0．620－0．408
0．968－ 0．268 0－8 98 0．939 0．22 9－ 0－097 0－176 0
． 47－8■00 7 0． 92 0． 6 8 － 0．016 0． 00 0． 00 0． 99－0．015
0．059 0－716 0．2 31 0－138－ 0■775 8■341 0－126－ 0．336 0．13 9－ 0．090 0．12 0 － 0．015－0．146 0．131 0． 56 0 J 47
JIS．job in Y OIY e m e nt SC aJeニM A S， m a nife st a n xiety s c aleこ G HQ， ge n e ral he althqle Stio n n air eこM AI m Otiv atio nfor a chie v e m e ntニ C A S． c ognitive appr aisaJ to T
Str e SSこC M I． CoTnelIm edic al inde x ニE E
．
e rn otio n aZe xha u stio nニ D P． deper so n aliz atlO nニP A， Per S O n al c c o mplishm e nt．
Table7． Ca n o nicaI c or relatio n analysis o npsyc o s o ciala nd physic al fa cto rsin cIuding bu T n O ut inde xin the study l
Eige n－
V alu e
Co mpo n e山 くc a n o nic al
c o rrelatio n
CO e打icie nり
Ca n o nic allo ading
Expta n atory v a riable s
Age Se x Job Work W ork Sle ep JIS MAS G H Q M A CAS CM I CMI
Cla s s pe riod ho u r ho u r くC，l． JI くM －RI
Refer e nt v a riable s







0．208－ 0． 197 － 0．195－ 0．873 0． 12 0．08 6 0．164 － 0．347－ 0．250－ 0．246 － 0．36g － 0．153 － 0．005 － 0 ．668－0．256 0．396
－ 0．788 0．OT3 0．945－ 0．168 － 0．0 04 0．236 0．216 0．520 0．127－ 0．7 03－ 0．032－ 0．213 － 0． 056 0． 728 － 0．221 0．835
－ 0．810－ 0．107－ 0．10 9 0．426 － 0．066 0．567 0． 93 0．108－ 0．23 1 0．3 75 0．229－ 0． 603 0．崩5 0．715－ 1．20 － 0．46 9
Statistic AIsignific a n c e， ． Pく0．05． ． ． －p く0．00l． JIS，job inv oIv em e nt sGaleこM A S， m 乱nife st a n xiety sc 且Ie こ G H Q． ge n e raI he alth qu e stio n n aireこ M A． m otiY atio nLor













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ど職位ほ 高く な る1 が 大き い 負荷量を認め た ． 因子 3 に 対 して
ほ ， 就労時間に お い て 大き い 負荷量を と り ， 次に 大きい 負荷量
は性別 で あ り， 就労時間の 大 な る こ と と 男性 と は 同 じ方向 で
あ っ た ． な お ， こ れ らの 3 つ の 因子 に 対す る累積寄与率 は 1
48．7％ で あ っ た ．
2つ 正 準相関分析
基準変数 を E E， D P， P Aに ， それ 以外を 説明変数 と した とき
の 正 準相関分析 の 結果を表 7に 示 した ． 有意 な正 準相関係数を
示 した 成分は成分1 と 2 で あ っ た ． 成分 1 で の 基準変数 E E，
D Pの 方向は同 一 で あり ， P A と は逆 で あ っ た ． E Eと D Pに 対
して 同じ方向に 説明 変数と して 抽出 され た比較的 ， 重み 係数の
大き い 項目 ほ ， M A S， GHQ， M A， C A Sの 4項 目 であ り， 年齢
と は逆の 方向を有 した ． 成 分 2 の 基準変数 の 関係 は ， E E と
P A と が同 じ方向で大きい 重み 係数を示 した ． こ の ときの 説明
変数 と して ほ ， E E お よび P Aと逆 の 方向に ， 年齢と M A が大
き い 値を と る こ と で 成分 2に 寄与 した ． また E E， P A と同じ方
向に は ， 職位 と M A S が大きく抽出 され た ．
H ． 研 究 正
燃 え つ き症 の 各指標 である E E， D P， P Aお よ び M BIの そ れ
ぞれ の 平均値 の 大小に した が い ， 企業に 働く42名 の 年齢 ， M A，
C A S， 喫煙 ， 飲 酒 習慣 ， B M I， 収 縮 期 B P， 拡 張 期 B P，
C R T N， U A， T C H， T－GT Pの 値を 示 した く蓑 81． E Eの 高い 人
で は ， C A Sと T－G T P が高く ， ま た DP の 高い 人 で ほ M A．
C A S が高い こ とが 認め られ た ． ま た ， M BIに つ い て み ると ，
M BIの 高い 人は ， M A お よび C A S が高い こ とが 認め られ た ．
表 9で ほ ， EE， D P，P A およ び M BIの そ れ ぞれ の 平均値の 大
d叫こ したが い ， W B C， リ ン パ 球 くWB Cに 占め る割合l， N K細
胞癌性 ， C D57．C D16十 ， C D 57十C D16ナ， CD57十 C D16仙の サ ブ セ ッ
ト の 数お よび そ れ ぞれの リ ン パ 球 に 占 め る割合を 示 した ， E E
の 高い 人で は ， リ ン パ 球の W B Cに 占 め る 割合が低く ， ま た




の リ ン パ 球
に 占め る割合が低か っ た ． また ， M BIの 高 い 人 は ， N K細胞活
性お よ び C D 57十C D16十 の 数 ， お よび そ の リ ン パ 球 に 占め る割合
が低か っ た ．
考 察
燃え つ き症に 対す る ア ブ ロ ． 仙 チ で ほ ， Fr e ude nberger
lIが個人
心 理 的 レ ベ ル の 記述 に と どま っ た の に 対し ， Ma slach ら車 は ，
社会心 理学 の 立 場を も包括す る ス ケ ー ル を 開 発 し ， そ の M 別
を用 い て 多 く の 研究者
2g 卜 3t，が看護婦 ， 教師， 警察官や ソ ー シ ャ
ル ワ ー カ ー ら の 燃え つ き症を評価する こ と を試み た ． さ らに ，
そ の 後 ， M BIに 基づ い て 燃え つ き症の 段 階を ， そ の 進行 の 度合
い に よ っ て 分頬 し た Gole mbie w ski らの 段 階 モ デ ル 研究32 卜 341
は ， 燃え つ き症の 各段階に い か な る要田が関与する か と い う分
析を進め る の に 十分示唆的であ る ． 段階モ デ ル の 研究は ， 世界
7 ケ 国に 亘 る12，000名を 対象と した 比較文化的な分析で あり ，
燃 え つ き症 の 段階の 抽出に は成功 した が ， 燃 え つ き症が段 階的
に 進行する機序の 分析は未完の ま まで ある ． 本研究は燃 え つ き
症 の 心 理生理的機序 に つ い て 明 らか に するた め に ， 彼ら32 ト 帥の
用 い た M B工を燃 え つ き症の 指標 と し， 燃え つ き症 に 関与す る
と予測 され る諸要因との 関連を分析 した ．
個 々 の 質 問に 対す る因子分析 を施行 した結果， E E が最も大
き い 因子と して捉えられ る こ と ほ諸家の 報告4I35Iと よ－く 一 致 し，
E，E が燃え つ き症を 最も反映す る指標 である こ と ほ 疑い な い ．
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pく0，01． E E． e m otio n al exha ustionニ D P， deper s o n alizatio nニ
PA， PeT SO nala c c o mplishm e ntニ M BI， Ma sla ch bu rn o utin v e nto ryニ W B C， White blo od c elli N K， n atur al kille rニL U， 1ytic u nit．
しか し2番 目の 因子 と して 増子 ら35
－
は P Aを 抽出 して い る が ，
本結 果では D Pの 国子の 方が大きい こ と が示 され た ． こ の 相違
は ， 対象の 職種の 違い に 基 づ くと 考え られ ， 彼 らが 対人 サ ー ビ
ス 業に 従事す る人 だ けを 対象と した の に 対 し ， 本研究で は 製造
業や 建設業 とい っ た 第 2次産業に 従事する職種をも対象と した
た め と推定 され る ． M A Sや C A Sに 対する燃 え つ き症 の 指標
の 相関の 大き さも， E E． D P， P Aの 順 で かj ， 燃 え つ き症が ，
後述 するよ う な 包括的な症状で あ る こ と を考え 合わ せれ ば ， 職
種 一 般 では 燃え つ き症を 代表す る困 子 の 順は 本結果で 抽出さ れ
た順 と考え られ る ．
職位 と燃え つ き症の 関係 で ほ ， 監 督職 ほ ， 一 般 職 に 比 べ ，
D P が高く P A が低い こ と が 認め らゎ た ． 各指標間の 相関関係
か ら ， D P お よ び P A が ともに ， 睡眠時間， M A S， G HQ， M A．
C A S， CM IくC ， I ， J l， C MHM 一 即 の 各指標間と の 間に 有意
な関係を認め ， そ の 関係ほ睡眠時間が 短く ， 麒在的不安度が大
きく 一 心 理 ． 精神 的お よ び身体的健康度が低く な る 方向に ， ま
た M Aある い ほ C A Sの 値が 大きく な る方向に ， 燃 え つ き症 の
程度が大きく な る と い うも の で あ っ た ． こ の よ う な 相関関係 に
もか かわ らず ． 監督職 と 一 般職の 間に は こ れ らの 指標 の 差 は観
察され な か っ た た め ， 職位 と燃え つ き症の 関係は ， 特 に M A S
や G HQ ある い は M Aや CAS な どの 社会的， 心理 ． 精神的 お
よ び身体的な問題 と は独立 して成立す る と推定 され る ． 監督職
に 燃 え つ き症 に 関す る間確が多い こ と は諸家 ら 捌 も 指摘 し て
い る が ， 本結 果は ， 監督職 の 燃え つ き症が 社会的， 心 理 ． 精神
的お よび 身体的な状態 に基づくもの で はな い こ と を示 竣 して お
り ， 燃え つ き症 の 機序 を解釈する上 で職位の 意義 ほ極め て大き
い と考え られ る ．
燃え つ き症 と M A S． G HQ． M A， C AS ある い は C M I との 間
の 有意な 関係以外 に も ， 同 時に こ れ らの 指標 の 間に も相関関係
が存在 して い た ． した が っ て ， 燃え つ き症 を各指標と の 関係で
位置づける ため に ほすべ て の 指標を構造的 に 捉 え る必 要が あ っ
た ． 本研究 で は国 子 分析を施す こ と に よ り
，
E E． D P が正 の 方
向に ， P A が負の 方向に 大きく な る方向に 国 子1 が認め られ ，
こ の 方向に M A S， G HQ． M A， C A Sが認 め らゎ た ． L た がっ て
E E と D Pの 和と P Aの 差 くE E＋D P－P Al に よ っ て 燃え つ き
症全般を評価 で き る こ と が 示 唆さ れ ， 同時に 個 々 の 相関関係 を
排除 して も， 燃 え つ き症と ， 社会的， 心 理 ． 精神的お よ び身体
的因子と の 間に 構造的な関係が成り 立 つ こと が 示 さゎ た ． 因 子
分 析に よ っ て は 第 2国 子 ， 第3 田子 とも に 燃え つ き症の 各指標
を抽出で き なか っ た が ， 正 準相関分析 で は 燃え つ き症の 各指標
を他の 指標 と並 立に 置か ず ， 対立す る モ デ ル に 仕立 て る こと に
よ り， 有意 な成分と して の 第2成分 の 中 で 燃え つ き症の 指標 を
抽出する こ と に 成功 した ． そ の 第 2成分と し て 職 位が 抽出 さ
れ ， 職位が 高く な る方向に E Eと P Aが 認め られ た ． したが っ
て 職位 を管理 職， 監督職， 一 般職 の 順に 並 べ た 場合， 職 位が 高
い 人 に ほ
，
P A が高い に もかか わ らず E Eも高い 場合が多い こ
と が窺 い 知れ た ． こ の よ う な職位 と燃 え つ き症の 関係ほ ， 燃 え
つ き症全般を 1 つ の 指標で表す と 同時に ， M B王に よ る各指標で
評価す べ きだ と す る考え2gl
へ 3－
を 支持 して い る ．
燃 え つ き症と の 構造的な 関係 に お い て 最も注 目 さ れ た の は
M A と C A Sに 対す る関係であ る． 相関関係と因子分析 の 結
を総括すれば ， C A S と燃え つ き症全般と の 正 の 相 関関係 は大
きく ， M Aに 対す る D P お よ び P A との そ れほ 小さ か っ た ． 従
来 よ り ， ス ト レ ッ サ ー の 大き さや 質以上 に ， 個 人の ス ト レ ス に
燃え つ き症の 心 理 的評価 と細胞性免疫機能異常
対す る対処 の 問題 が心 理 一 括神的な 様 々 な 障害 に つ な が ると さ
れ て い る
24 胴 7，が ， そ の 対処 法を限 られ た 時間で 客観的に 評価す
る こ と ほ 極め て 困 難と 考え られ て い る24， 胴 gさ． C A Sの 値 を PIT
を用 い て 評価す る本法に よ っ て ， 燃 え つ き症全般の 方向との 正
の 関係を 得る こ と が で きた ． こ の 結果は ， PITに よ る C A Sの
値を M B工 と併せ て 評価す る こ と に よ っ て ， 燃え つ き症 を ， さ
らに よ りよ い 精度 ． 感度で も っ て 診断で きる こと が 期待され る
こと を 示 して い る ．
一 方 ， 燃え つ き症と M A との 正 の 関係は ， M A と P Aの 間
に 負の 中等度 の 関係を 示 す こと で 維持され て い るが ， 燃 え つ き
症全般と ほ 独立 した 関係に ある と 思 わ れ る ． 事実 ， M A と
JIS との 間に ほ 有意 な 正の 関係が認 め られ た が ， JISと P A を
含め た燃 え つ き症各指標 と の 間に は 有意 な関係 は み い だせ な
か っ た ． 仕事に お け る パ フ ォ ー マ ン ス や仕事に 対する満足感ほ
燃え つ き症 と 負の 関係 を 示 す こ と が 指摘 さ れ て ほ い る2， が ，
Gole mbie w ski らの 段 階 モ デ ル 研究17，32，
b 34，で ほ ， 必 ず しも段 階の
悪化に した が い ， 仕事で の パ フ ォ ー マ ン ス や 満足 感が 喪失する
こ と に は 否定的である ， M Aを 仕事に 対 する 関連 で 捉 え る 考
え
頼 も ， 燃え つ き症 の 構造の 一 部に M Aを位置づけ な い とす る
著者の 想定 を支持するもの と思わ れ る ．
こ の よ う に 燃え つ き症 は ス ト レ ス に 対す る認知ある い は 不安
症状な どの 神経症に と どま らず
，
G HQ や C M Iに 代表 され る 身
体症状や疲労感とも大きく関係する こ と が示 され た ， 燃え つ き
症が こ う した 社会的 ， 心 理 ． 精神的お よ び身体的な包括的な症
状である に もか か わ らず ， 燃え つ き症 に おけ る 生理 学的な意義
ほ ほ と ん ど明 らか に され てほ い な い
41
． 特 に ス ト レ ス に 関す る
精神お よ び身体的に も近年 ， 最も注 目 され る精神免疫系が燃 え
つ き症 に どの よ う に 関与す るか は非常 に 興 味深 い ．
N K細胞ほ ， 主 要覿織適合性抗原に 拘束され な い 異物 で あ る
細胞 を融解す る作用 と 同時に ， 抗原 依存性細胞障害 の 作用 も併
せ て 有す る ． 元来 ， こ の 故能か ら N K細胞活惟が評価 され て き
た12743－が ， ごく最近の 細胞生物学 ， 分子 生物学 の 進歩に よ り ，
N K細胞ほ 形態 ， 特に T細胞 レ セ プ タ ー を 含む表層 マ ー カ ー に
よ っ て定義す る こ と が 妥当で ある と され ， さ らに N K細胞が広
範囲の シ ス テ ム に お い て 重要な 役割 を果 たす こ と が指摘さ れ て
い る
4 用－
． した が っ て ， 本研究口 に お い て も N K細胞活性の 測定
に と どま らず ， C D57 C D16
＋






C D16 の サ
ブ セ ッ ト の 数お よ び リ ン パ 球に 占め る 割合 を調 べ た ． こ の う
ち， 高い N K細胞活性 を示 すの ほ C D57MC D 16， で あり ， ま た
C D 57 ■CD1 6の N K細胞活性は弱く ， C D57十C D 16
＋
の N K細胞
活性 ほ中等度で ある こ とが 知られ て い る16． ． 本結果で は ， D Pの
高い 人 で ほ N K細胞活性お よ び C D57
－
CD 16
， の リ ン パ 球に 占





の 数が低か っ た ． こ れ ら の 結果ほ ， 燃え つ き症
に お い て は 細胞性免疫が低下する こ と をよ く 示 し て い る ． さ ら
に D Pあ るい は M BIの 高い 人 で ほ M A． C A S が高い こ と が認
め られ た た め ， 研究 トに よ っ て み い だ され た 燃え つ き症に 対す
る諸因子 の 構造的関係の 中で の C A Sの 位置関係 ， さ らに は ス
ト レ ス と 細胞性免疫 と の 関連の か ら考えれ ば ， 燃え つ き 症ほ ，
仕事 に お ける ス ト レ ス に よ っ て引き起 こ され る が ， そ れ は細胞
性免疫の 低下に つ な が る こ と を示 竣 して い た ． こ こ で ほ 本結果
を細胞性免疫と燃 え つ き症の 関係 に つ い て の ス ト レス を 介して
の 間接的な関係 ， す なわ ち ス ト レ ス に よ っ て ライ フ ス タ イ ル が
破綻す る こ と に よ っ て細胞性免疫 の 低下が生 じる 一 方 ， ス ト レ
853
ス に よ っ て 燃え つ き症に な っ た とす る関係と して 捉え る こと も
で きな い で ほ な い ． こ の こと に つ い て は ， 近年， ラ イ フ ス タ イ
ル ， 特に ， 動物性脂肪を中心 と した食生活細 ， 喫煙4射， ア ル コ ■ －
ル 摂取 抽 ， 運動習慣抑 な どの 健康実践 と N E細胞活性と の 関連
が大い に 注目 され て きて い る よ う に ， 十分， 慎重に 考察 され な
けれ ば な らな い ． しか し ， 研究 正で ほ D P， E E， PA あ る い は
M BI は， ライ フ ス タ イ ル あるい は 身体的指標 に 対 して ， E Eと
r－G T Pの 関係以外で は有意な関係を認めな か っ た と い う結果
が 示すよ う に ， ラ イ フ ス タ イ ル の 破綻を介する細胞性免疫の 低
下 と燃 え つ き症 の 関係は考え難 い ．
以上 ， 社会的 ， 心 理 ． 精神的 およ び 身体的な問題に 対する燃
え つ き症の 関係 な らび に 燃え つ き症と細胞性免疫 と の 関連が示
され た が ， 燃え つ き症の 概念あるい ほ定義自体が未だ確定 した
もの で ほな い ため
，
これ の 変更に した が っ て ， 以上 の 包括的 ，
構造的 な関係ほそ の 都度 ， 修正 され る 必 要が ある か も しれ な
い
■ しか し， 本研究を 基に し た今後の 縦断的な ア プ ロ ー チ ほ ，
燃え つ き症を めく－
1
る 構造的な関係に つ い て の よ り多 くの 情報を
得る こと に よ りそ の 心理 生理 的な 磯序が さ らに 解 明 され ると 同
時に ， よ り詳細 な燃え つ き症 の 評価 を 可 能 に する と考 え られ
る．
結 論
燃 え つ き症の 心 理 生理 的機序 を明 らか に す る た め に ， 一 般企
業従事者を対象に ， 燃 え つ き症 の 各指標と職位 ， 睡 眠時間 ，
M A S
， G HQ， M A， C A S， C M Iな どの 社会的 ， 心 理 ． 精神的， 身
休的指標と の 構造的関連を分析 し ， さ ら に 燃え つ き症と N K細
胞活性 をほ じめ と し た細胞性免疫と の 関係 を調べ ， 以下の 結果
を得た ．
1 ． 個 々 の 質問に 対する 因子 分析に よ り ， E E． D P， P Aの 順
で 抽出 され た ．
2 ． 監督職は ， 一般職に 比 べ ， D P が高く P A が低い こと が
認め られ ， こ の 関係ほ 他の 要因 の 差 に 基づ く もの で は な か っ
た ．
3 ． 全 体の 指標に 対する 因子 分 析の 結果か ら ． E E， DP が 正
の 方向 に ， PA が 負の カ向に 大きく な る 方向に 因 子 1が 認め ら
れ ， ニ の 方 向に M A S， GHQ， M A， C A S が認 め ら れ た ． し た
が っ て E E と D Pの 和と P Aの 差 ほE＋DP － PA lに よ っ て 燃
え つ き症全 般を 評価 で きる こ と が 示唆 され る と同 時に ， 個 々 の
相関関係 を排除 し て も ， 燃 え つ き症 と ， 社会的 ， 心 理 ． 精神的
およ び 身体的囚 f一 と の 間に 構造的な関係が成 り 立 つ こ とが 示 さ
れ た ．
j ． 忙準相関分析で は 燃え つ き症 の 各指標 を他の 指標と 並 立
に 置か ず ， 対立 する モ デ ル に 仕立 て る こ と に よ り， 第2成分と
して 職位が抽出 され 職位が高く な る方向に E E と P A が認め
られ た ．
5 ． C A Sと 燃 え つ き症全般 と の 正 の 相関関係 ほ大き く ，
M Aに 対する D P およ び P Aと の そ れ ほ 小 さか っ た ． ニ の 結
果 ， PIT を 用い て C A S を評価する本法を ， M BI と併せ て評価
す る こ と に よ っ て ， 燃 え つ き症を ， さ らに よ りよ い 精度 一 感度
で も っ て 診断で きる こと が期待 され た ．





の リ ン パ 球に 占め る割合が低か っ た ． こ の 結果か
ら， 仕事に おけ るス ト レ ス に よ っ て 引き起 こ され る燃え つ き症
は ， 細胞性免疫の 低下に つ なが る こ と を示 唆 して い た ．
854
謝 辞
稿 を終え るに あた り ． 終始懇篤な御指導と御校閲を賜 り ま した 恩師の
岡田 晃金沢大学長 に深甚なる謝意を表 します ． また 懇切な御校閲 を賜
りま した 金沢大学医学部第 一 生理学講座 の永坂鉄夫教授に 深淵 い た しま
す． また 終始言 直接 の 御指導 を頂きま した 金沢大学医学部公衆衛生学講
座の 中村裕之助教授をは じめ 同講座の諸先生方に深く感謝致 します．
文 献
り Fre ude nbe rger ， H． J． ニ Staff bu r n o ut． J． So c． Is s u e s，
30，1 59－1 65く1979J．
21 Burke， R． J． 亀 Gr e e nglass， E ． R． ニ Psychologic al
burn o ut a m o ng m e n a nd w o m e nintea chingこ An e x amin atト
o n of the C her niss m odel． Hu m． Relatio n s， 42， 261T273
く198別．
3I Calandra ， C． 晶 Pulvirenti， N ． こ Spiritu al dim e n sio nin
the dyn a，rnic relatio n ship with the
一一
helping profe s sio n s
，，
．
Clin ． Psychiatr． ， 28， 273－276く1992l．
41 Ma sla ch， C． 息 Ja cks o n， S ． E ． こ T he m e a s ur ern e nt of
experie n c ed bu r n o ut． J． Oc c up， Beha v．， 2， 99－113く1981l．
51 Handy， J． A ． こ T he oretic ala nd m ethodologic alpr oble m
With in oc c upatio n al str es s a nd bu r n o ut re sear ch． Hum ．
Relatio n s， 4l， 35 ト369t19881．
61 He rbert， T ． B． 鹿 Cohe n， S． こ Str es s a nd im m u nity in
hu m a n s ニ am eta－ a nalytic revie w． Psychos o m． Med．， 55，
364－379く1 9931．
り Irwin， M ． ， Smith， T． l． ． 晶 Gillin， C． こ Lo w n atural
killer cytoto xicityin m ajordepr es sio n． Life Sci． ， 41， 2127－21T
33く19871．
81 Ev a n s， D． L． ， Folds， J． D． ， Petitto， J． M ． ， Golde n，
R． N ． ， Peders e n， C． A ． ， Co rriga n， M ． ， Gilm o r e， J． H ． ，
Silv a， S． G ． ， Qu ade ， D． 晶 Oz e r， H ． こ Cir c ulating n atur al
killer c e11phe n oty pe s in m e n a nd w o m e n with m ajor
depr es sio n － r elatio n to cytotoxic a ctivity a nd s e v e rity of
depT eS Sio n － ． Ar ch． Ge n． Psychiatry， 49， 388
－3g5く19921．
91 Kie c ol トGla s e r， J． K ． ， Ga r rle r， W ． ． Speicher， C． ，
Pe n n， G ． M ． ， Holliday， J ． 8E Gla s er， R ． ニ Psycho s o cial
m odifiers of im m un o cornpete n ce in m edic al stude nts．
Psycho so m． Med． ， 46 ， 7－23り984J．
10J lr win ． M ． ， Da niels， M ． ， B10 0 rn， E ． T． ， Smith， T． L ．
島 Wein e r， H． ニ Life e v e nts， depr e ssiv e sympto m s， a nd
im m u n efu nctio n． Am ． J． Psychiatry， 144， 437－441り9871．
1り Irwin， M ． ， Patter s o n， T ． ， Smith， T． l， ． ， Cal dw el ， C． ，
Br o w n， S． A ． ， Gillin， C． 品 Gr a nt， l． ニ Redu ctio n of
im m u n efu n ctio nin life stre ss a nd depr es sio n． Biol． Psychia－
try， 27， 22－30く1g90I．
121 Sieber， W ． J． ， Rodin， J． ， La rs o n， L． ， Ortega ． S． 皮
Cu mmings， N ． ニ Modulatio n of hu m an n atur al killer c ell
activity by e xpo s ur eto u n c o ntrollable str es s． Brain Beha v．
lmm u nity， 6， 14ト156く1992I，
131 Je m rn ott皿， J． 13． ， He11m a n， C． ， McClella nd， D． C ． ，
Lo cke， S． E ． ， Kr 且u S， L． ， Wi11ia m s， M ． 良 Vale ri， R ． ニ
Motiv atio n syndr orn e s a ss o ciated with n atur al kille r c ell
activity－ J． Beha v． Med． ， 13， 53－63く1 9901．
141 Ku s aka ， Y ． ， Kondo u， H ． 皮 M o rim oto， K ． こ He althy
life style s aT e aS SO Ciated with highe r n atu ral ki11er c ell
a ctivity． Pr e v． M ed．， 2 1， 602－61 5く1 992I．
15I Naka chi， K ． 良 Im ai， K ． ニ Envir o n m e ntal a nd physioト
Ogical influe n c e s o nhu m a n n atu r aI killer c e11a ctivity in
r elation to good health pra ctic e s． Jpn． J． Ca n c erRe s．， 8 3，
795－805り992I，
161 Caho o n， A ． 良 Ro w n ey ， J． ニ Ma n agerial bu r n o utニ A
C O mParis o nby s e x a nd le v el of re spo n sibility． J． He alth
Hu m． Res o u rc e sA dministratio n， 7， 249－263く19841．
1 71 Gole mb ie w ski， R ． T． ， Mu n z e n ri de r， R ． 畠 Carter，
D． ニ P ha s e of pr ogre s siv e bur n o ut a nd their w ork site
C O V ariants こ Critic al iss u e sin O Dre s e arch a nd pr a ctic e． J．
Appl． Behav． Sci． ． 19， 46l－481り9831．
181 Bo udr e a u， R． A ． 皮 Gole mbie wski， R ． T． こ Cr o ss－
C ultur al bu r n o utこ S O m e e a rly etur n s a ndr efle ctio n s． 北海学園
大学開発論集 ， 44， ト25く1 988う．
1 9I Boudr e a u， R ． A ． 良 Gole mbie w ski， R ． T ． こ Modes of
r espo n s eto adv a n c ed bu r n out二 n Ote O n aJapa n e se u rba n
he alth－ Car epOPulatio n． 北 海 学 園大 学開発 論集 ， 46， 1－17
く1990I．
2 01 Taylo r， J． A． こ A pe rs o n ality s c ale of m a nife st a n xiety．
J． A bn orm ． So c． Psychol． ， 48， 285－290く19531．
2り Goto， K ． 及 Sugiya m a， Y ． こ Experim e nts o n the
relatio n ship betw e e n a n xiety a nd psychologic al str e ssin
S erialr otele ar ni g． Jpn． Psychol． Re s． ， 2， 58－163く1960J．
22I Gol d berg， D ． P ． こ T he Ge n er al He alth Qu e stio n n air e．
N F F R－Nels o nPublishing Co． ， Ltd． ， Lo ndo n， 1972． 中川泰彬 ，
大杉郁夫く訳1こ 日本版 G HQニ 精 神健康調査表 ， 第 1 版 ， 4－14
貢 ， 日 本文化科学社 ， 東京 ， 19 85．
231 McClella nd， D． C． 及 Atkin s o n， J． W ． ， Cla rk， R． A ．




Ap plto n－Ce ntury－Cr ofts， Ne w Yo rk， 1953．
241 La z a rus， R ． S． 及 Fol km a n， S ．こ Stre ss， Ap pr ais al， And
Coping－ 1st ed． ， P25Tl1 7， Springer Publishing Co． In c．， Ne w
York， 1984．
251 Br odm an ， K ． ， Erdrn a n n， A ． J． ， Jr ． ， Lo rge， l． 8E
W olff， H ． G． こ T he Cor nellm edic al inde x ニ a n adju n ct to
m edic al inter vie w． J． Am ． Med． Ass o c． ， 140， 530－534く19491．
2即 金久卓也 ， 深町 建二 日 本版 コ ー ネル ． メ デ ィ カ ル ． イ ン
デ ッ ク ス ー そ の 解説と資料， 第 2版 ， 1 4－29京， 三 京房 ， 京
都 ， 1988．
271 金井 泉 ， 金井正 光二 臨床検査法掟要 ， 第2 9版 ， 金原 出
版 ， 東京， 1 983．
281 Pr os s， H ． F ． 鹿 M a r o u n， J． A ． こ T he sta ndardizatio n
Of N Kc ella ss ays for u seinstudies of biologic al r e spo n se
m odifiers． J． Im m u n ol． Methods， 68， 235－249t1 984l．
291 Belc a str o， P ． A ． ， Gold， R ． S． 鹿 Hays， L． C ． こ
Ma sla ch bu rn o utin v e ntory， fa ctor str u ctur es for s a mples of
tea chers． Psychol． Rep． ， 53， 364－366く19831．
301 M ala no wski， J． R ． 良 Wo od， P ． H ． ニ Bur n o ut a nd
S elf－a Ctu aliza－tion in public s cho ol te a chers． J． Psychol． ， 117，
23－26く1984う．
31 Nag y， S． こ Bu rn o ut a nd selected v ariables a s c o mpo n e－
燃え つ き症の 心 理 的評価 と細胞性免疫機能異常 855
nts of o c c upatio n alstr es s． Psychol． Rep． ， 5 6， 1 95－200く1985l．
3 21 Golernbiew ski， R ． T． ， M u n z e n ride r， R ． 良 Steve n s o n，
R． こ Stre s sin Orga niz atio n s こTo w ards a P has eM odel of
Burn o ut， 1st ed．， p41－60， Pr a ege r， Ne w York，1 986．
331 Gole mb ie wski， R ． T． 良 M u n z e n rider， R． こ P ha se s of
Bu rn o ut二 De v elopm e nts In Con cept And Ap plic atio n s， 1st
ed． ， P25－56， Pr a eger， Ne w York， 1988．
34I Gole mb ie w ski， R ． T． ， Bo udr e u， R ． A ． ， Goto ， K． 良
Mu r ai， T ． ニ Tr a n s n atio n al per spe ctiv e s o njob bur n outこ
Replic atio n of pha s e m odelr e s ults a m o ngJapa n es e r espo nd－
e nts． Int． J． Organiz ation al An alysis， 1， 7－27く1993l．
3 51 増子詠 一 ， 山岸 み どり ， 岸 玲子 ， 三 宅浩次二 医師 ． 看護
婦な ど対人サ ー ビ ス 従業者 の r燃 え つ き症候群Jくい Masla ch
Bur n o utInve nto ry に よ る 因子 構造の 解析 と S D Sう つ ス ケ ー ル
との 関連． 産業医学 ， 3 1， 203－215く19891．
361 Pe a rlin， L． I． 良 Scho ole r， C． ニ The str u cture of
C OPing． J． He alth So c． Beha v． ， 19， 2－21く19781．
371 Puf er， S． M ． 皮 Br akefiel d， J． T ． ニ T he r ole of task
C O mple xity as a m oder ator ofthe str es s a nd c oplng Pr O C eS S．
Hu 汀L Relatio n s， 42， 199－217く19891．
3即 Ho m e s， T ． H． 畠 Rahe， R． H ． ニ T he so cial r e adju sト
m e nt r ating sc ale． J． Psycho s o m． Re s．，1l， 213－218く1967l．
391 Kolb， D ． A ． ， Rub in ， I． M ． 皮 Mclyntyr e， J． M ． こ
Organiz atiopal Psycholog y o n Experim e ntal Ap pr oa ch， 1st
ed．
， P51－71， Pre ntic e嶋Hall In c． Engle w o od Cliffs， Ne w Je rsy，
く1 9741．
401 宮本美沙子 こ達成動機の 心 理 学 ， 第1 版， 5－53貢， 金子 書
房， 東京 ， 19 86．
4 1 Ap pels， A ． 良 Scho tlten， E ． ニ Burn out as arisk fa ctor
fo r c oro n ary hea rt dis e as e． Beha v． Med．， 1 6， 53－59 く1991l．
421 Her c e nd， T ． 皮 Schmidt， R ． E ． 二 Char acte ristic s a nd
u s e s of n atu ral killer c ells． Im m u n ol． Today， 9， 29ト293
り98軋
431 Trin chie ri， G． こ Biolog y of n atur al kille r c ells． A dv．
Im m un ol． ， 4 7， 1 87－376く19891．
441 Lebo w， L ． T． 8E Bona vida ， B ． こ Pu rific atio n a nd
Char acterizatio n of cytolytic a nd n o n cytolytic hu m a mnatur al
killer c e11s ubsets． Pr o c． Natl． Ac ad． Sci． U S A， 87， 6063幡6067
く1 990I．
4 51 Afa r， B． ， Engel， D ． 良 Cla rk， E． A． ニ Activ ated
lym pho cyte s ubs ets in adult periodo ntitis． J． Periodo ntal．
Re sリ 2 7， 126－133り992う．
4 61 Larlier， L． L． ， Le， A． M ． ， Phillips， J． H ． ， W a r n e r， N．
L ． 及 Babc o ck， G ． F． こ Subpopulatio n s of hu m a n natur al
ki11er c ells difin ed by e xpr es sio n of the Le u－7 くH N K－1l a nd
Le u－11くN K－151a ntige n s． J． Im m u n ol．， 1 3 1， 1789－1796く1983I．
4 71 Herbert， J． R ． ， Bar o ne ， J． ， Reddy， H ． M ． 鹿
Ba cklu nd， J． Y ． C． こ Natur al ki11er c ell a．ctivity in a
lo ngitudin al dieta ry fat inter v e ntio n trial． Clin ． Im mu nol．
Im m u n opathol． ， 54， 103－116り990I．
481 Fer so n， M ． ， E dw ards， A ． ， Lind， A． ， Milto n， G ． W ．
良 Hersey， P． ニLo w n atur al killer－C elIa ctivity a nd im m u n og－
lobulin le v els as so ciated with s m oking in hu m a n s ubje cts ．
Int． J． Ca n c er， 23， 603－609く1 979l．
491 C ha rpe ntier ， B ． ， Fra n c o， D． ， Pa ci， L． ， Charr a， M ． ，
Ma rtin ， B ． ， Vuit to n， D ． 良 Freies， D． こ Deficie nt n atu ral
ki11er c ellactivityin alc oholic cirrho sis． Clin ． Exp ． Im m u n ol．，
58， 107－115く1 984う．
5 01 Makkin o n， L． T ． こ Ex ercis e a nd n atur al kille r c ells．
W hatis the relatio n ship7 Sports Med．， 7， 14 ト149く1989l．
856 複 藤
Study o nPsychologlC al Assess m e nt of Bur n o ut a nd Dysfu n ction ofIts Ce11ular 冨m m u ni電y KeiichiGoto，
Departm e nt of hlblic Health，Schoo10f Medicine， Ka n azaw a Unive rslty， K an aZa W a920
－ J． Ju2e nMed Soc． ，103，846
q 856
く19941
Eey w ords burn o ut， C an O nicalcorr elation analysis，factor an alysis， n atural killer c ellactivity，pSyChologicalassess m ent
A bstr act
To clarify the psychologlC al a ndphysiologlCal m echanis m sin bu rn O ut， the a uthor e xa min ed the threeindic atorsof
burn o utくe m otio nal exha ustionくE EJ， depers on alizationくD Pl， andpers onalacc o mplishm entくPAllin s ubje cts w orkingin
ge neralenterpn ses． Tbe order ofrankingextra cted by thefac tor an alysIS uSlnganindividu alqu estio n naire regardingbu m out
W aSE E， D P， and P A－ D P in the superVisor sho w ed a higher and his P Aalo w er sc orethanin staff， independe nt of the
difftren cein the otherfactors． T he present study con si ted ofstudy I andstudy エ ． Study I an alyzesthe stru Ctural
relationshipa mo ng 血eburn Outindicators as w e11as sくXIial， pSyCho－pSyChic andphysic al factorsincludingjobclass， Sleeplng
hours， m anifest anxiety scaleくM ASl， ge neralheal thqu esdon naireくGHQl， m O tiva tionfor a chieve m e n tくM Aland c ognl tive
appraisal fbr stressくCASJobtain ed by pictureinterpretation testくPITl and the Corn ellm edic al indexくCMけ． Study H
e xa minesdysfun ctionin cellularim munltyin bu rnOut． T hefactor an alysis uslng alindic ators resultedin the extractio n of
the firstfa ctor with E E， M A S， GHQ， M A and C A S in the posidve， and P A in the negativedirection ． By setting the bu mout
indic ators n ot in paral1el， butin the oppositeposlt10n in the c an onic al c orr elation analysis，job classwa s extra c ted asthe
SeCO ndfactor， WithE EandPA inthe s am edire ction． A ltho ughCAS was str onglyc orrelitedtothe totalburn out s c o re， the
COrrelation of M AandD Pand PA wasweak． W orkers with higher D Por the M B Isc ore sho w edalo w er n atur al ki11erくNKI






me re s ultsindicatethatburnO ut Canbe ass essedby
the s um Ofsc ores of E Ea nd D Psubtractlng P A， E E＋D P－P A， S uggeS h ng a stru CttUalrelationship ofburn outto the social，
PSyChopsychic and physical factors e xcluding anyindividu al c orrelation． T be bur no ut s ee m s tobe diagn osed wi thm ore
e雌 cient ac curacy and sensiti vity by ex am lnlng CAS by the PI T in additon tothe M B Isc ore． T be results o nthe N Kce11
activity and subsets suggeststhatbu m o ut， Which isinduced by the stress of c ping wi thw o rk， 1e ads to the reduction of
C e11ularim m un1ty．
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